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１月・２月の行事予定は12月25日現在のものです
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謹んで新年の
お慶びを申し上げます
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　あけましておめでとう

ございます。会員の皆様

におかれましてはよき新

春を迎えられたことと存

じます。新年にあたり一

言、年頭のご挨拶を申し

上げます。

　平素より皆様には法人会事業活動並びに運

営に対し、ご支援ご協力を頂き感謝申し上げ

ます。

　又、玉川税務署　金三津署長はじめ署員の

皆様には当会の運営に対しご指導、ご鞭撻を

賜り厚く御礼申し上げます。

　当会では昨年１月27日創立60周年を迎え

るとともに公益社団法人として新たなスター

トをする事になりました。設立以来、当会は

税知識の普及と納税意識の高揚を図り、申告

納税制度の健全な発展に努めるとともに税務

行政の円滑な運営に協力して参りました。今

後は、更に公益性の高い事業の実施が求めら

れ当会の役割は更に重要性を増してまいりま

した。特に税制改正要望、租税教育、

e-TAX、e-LTAXの利用促進、並びに献血

活動、救急救命、太鼓で結ぶ地域の絆、田植

え稲刈り体験等の社会貢献活動をはじめ租税

教育の一環として小学生を対象にした絵はが

きコンクールを実施いたしました。実施にあ

たっては学校当局、父母会、税務署、税務関

係団体等の皆様のご支援とご協力をいただ

き、多くの作品が集まり盛会裏に終了するこ

とができました。改めて皆様に感謝申し上げ

る次第でございます。

　さて国内の政治活動は混迷を深める中、野

田総理は突然解散発言をし、衆議院の総選挙

が行われる事になりました。政治空白の中、

日本経済は尖閣諸島問題で中国との関係が悪

化し景気は下降局面に入ってまいりました。

景気対策や財政再建、震災復興等の多くの問

題を政府が抱える中、中小企業対策は一向に

進みそうもありません。中小企業にとって更

に厳しい状況になるのではと心配しておりま

す。しかし本年は新政権が誕生し、デフレ対

策の為に大幅な金緩和や景気対策が実施され

る事が予想されますので日本経済も徐々に回

復してくるのではと期待しております。皆様

にとっても景気回復が実感できるような年に

なっていただければ幸いです。

　おわりに本年が皆様に幸多き年となります

よう祈念申し上げ新年の挨拶とさせていただ

きます。

新年のご挨拶
公益社団法人玉川法人会

会長　阿部　友太郎
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　平成25年の年頭に当

たり、謹んで新年の御祝

詞を申し上げます。

　旧年中は、阿部会長を

はじめ公益社団法人玉川

法人会の役員、会員の皆

様には、税務行政全般に

わたり深い御理解と格別の御協力を賜りまし

た。ここに厚く御礼を申し上げます。

　さて、私ども税の執行に携わる者といたし

ましては、「納税者の自発的な納税義務の履

行を適正かつ円滑に実現する。」という国税

庁の使命を果たすため、e-Tax等のICT（情

報通信技術）の活用による納税者サービスの

向上に努めるとともに、適正・公平な課税の

実現のため、納税者の皆様の権利利益の保護

を図りつつ、納税義務が適正に果たされてい

ないと認められる納税者に対しては、的確な

調査・指導を実施して行く所存です。また、

これらの使命を果たすためには、納税者の皆

様の御理解と信頼を得ることが何より重要で

あると考えております。

　玉川法人会の皆様には、e-Taxの普及推進

活動や、各支部・部会主催の税務研修会の開

催、更には小学生を対象とした「税に関する

絵はがきコンクール」の実施など、様々な事

業活動を通じて、税務行政に対する御支援を

いただいており、改めて感謝申し上げます。

　特に、e-Taxにつきましては、貴会の皆様

の御協力も得て、全国では、23年度におけ

る所得税・法人税における電子申告利用率が

半数に近づくに至りましたが、国税庁では、

24年5月「業務プロセス改革計画」を公表

し、新たな目標値を掲げ、その達成に向け

て、現在、庁・局・署一体となって取り組ん

でおります。目標達成には私どもの取組に加

え、貴会をはじめとする関係団体の皆様のサ

ポートが不可欠と考えておりますので、引き

続き、なお一層の御協力を賜りますようお願

いいたします。

　年も改まり、間もなく平成24年分の所得

税等の確定申告が始まります。確定申告書作

成会場につきましては、昨年同様、４税務署

合同で渋谷駅近くの「ベルサール渋谷ファー

スト」に設けることとなりました。会場の開

設期間は、平成25年２月12日㈫から３月15

日㈮までとなります。作成済みの申告書の提

出は税務署で受け付けておりますので、広く

納税者の皆様に対する周知に御協力をお願い

いたします。

　本年も、これまでに培ってまいりました貴

会との相互信頼と協調関係をさらに発展させ

てまいりたいと考えておりますので、倍旧の

御支援、御鞭撻を賜りますよう重ねてお願い

申し上げます。

　結びに当たり、新しい年が公益社団法人玉

川法人会の益々の御発展と会員の皆様の御繁

栄に繋がる年でありますよう心から祈念いた

しまして、新年の挨拶とさせていただきま

す。

年頭のご挨拶
玉川税務署

署長　金三津　小志郎
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「年頭のご挨拶」

　新年明けましておめでとうございます。

　会員の皆様には、御健やかに新春をお迎えの

こととお慶び申し上げます。

　さて、昨年末の衆議院解散による総選挙の結

果については、この記事を書いている時点（12

月３日）では、判りませんが、何れにしても安

定した政権が樹立され、指導力のある政治家に

よる政権運営を期待するところです。

　本年度は、公益社団法人の認定を受けて２年目

の事業年度となり、事業活動を進めて参りました

が、本部・支部で開催される公益目的事業につい

ては、一般市民のご理解も得られ、各事業への皆

様者も少しずつ増えてくるようになりました。

　また、恒例となりました「税を考える週間

（11/11-11/17）講演会」では、慶應義塾大学

大学院の教授である 岸 博幸先生を講師にお迎え

し「日本はほんとうに大丈夫なのか？」と題し

ご講演を頂きましたが、“政治・経済・税制の問

題点”を鋭く斬るお話は、ご参加頂いた皆様か

ら高い評価を頂き、盛会裏に閉幕することが出

来ました。　

　今年も著名な講師をお招きしてタイムリーな

講演を企画致したいと存じますので、多くの皆

様のご参加をお待ちしております。

　３年前の総選挙では、多くの期待を寄せられ

ながら政治基盤の脆弱さと政治力の欠如により

民間の経済活動は低迷を余儀なくされました

が、新しい政権の誕生により、経済活動の活性

化が推進され、会員各位のご事業が順調に繁栄

なされますことを衷心よりご祈念申し上げ、年

頭のご挨拶とさせて頂きます。

各委員長　新年のご挨拶
委員長・担当副会長　坂東　義治総務委員会・会館建設実行委員会

委員長・担当副会長　若山　　晶財務委員会

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年は東日本大震災や東京電力福島第一原発の

事故の後始末がまだ構築されていない中、また円

高、欧州の経済不況等厳しい環境の中で新年を迎

えるには心揺れるものがあります。震災に遭われ

た方々には心よりお見舞い申し上げます。

　その中で、玉川法人会も公益社団法人の認可

を取得し、今年で２年が経ち、会員の皆様の暖

かいご支援とご協力のお陰で、事業、予算等計

画通りに推進されております。公益目的事業も

50％以上実行されており、財務委員会としても

一安心しております。これから25年度の事業計

画、予算案を立案していきますが、公益性の高

い事業を中心に企画、推進していきたいと思い

ますので、会員皆様の更なるご支援、ご協力を

宜しくお願い致します。

　今年の干支は巳です。中国でも、また日本で

も執念深いことのたとえとして用いられること

の多い蛇ではありますが、蛇は金運にご利益が

あるとされ、蛇の縁起物を飾る人も多いようで

す。また蛇は成長の課程で脱皮をするため、こ

れを復活と再生の象徴と受け止めたりする考え

方も多くあるようで、蛇にあやかり日本経済も

復活と再生の年になるよう願いたいものです。

　終わりに皆様方の御健勝とご多幸並びに事業

の繁栄を祈念申し上げご挨拶とさせていただき

ます。

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年は会員の皆様におかれましては法人会の

各事業活動および組織委員会の活動につきまし

て多大なるご支援、ご協力ありがとうございま

した。

　特に会員増強運動においては、各支部活発な

る活動を行っていただきありがとうございまし

た。

委員長・担当副会長　森　　　栄組織委員会
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年頭挨拶（2013）

　公益社団法人玉川法人会会員の皆様におかれ

ましては輝かしい新春をお迎えのことと心から

お慶び申し上げます。平素は会員の皆様には何

かと厚生委員会の運営にご尽力、ご協力を賜

り、この場を借りて厚くお礼を申し上げます。

　厚生委員会は会員各位の福利厚生の充実を図

る事を目的として日々活動しております。昨年

中はとりわけ、大型保障制度に関して「理事・

監事一人一社紹介キャンペーン」を実施し、役

員の皆様の絶大なるご協力を頂いた事に対して

深く感謝申し上げます。

　この大型保障制度を始めとする、法人会が推奨

する各種保険商品は必ずや会員の企業に取っての

経営の根幹の一つになるものと考えています。

　又、法人会と致しましても、これら各種保険

から得る手数料は法人会活性化には無くてはな

らない収入源となっています。

　これらに加え、昨年より「ハートの危険・ハ

ートですくう」をテーマに「AED PROJECT」

の推進事業を積極的に展開しています。是非、

地域貢献の見地から多くの会員企業の皆様の導

入をお願い申し上げます。

　また、３月には毎年行なっている「健康診断」

を実施いたします。会員企業の福利厚生の一環と

して積極的に取り入れて頂ければ幸いです。

　今後も厚生委員会は、より魅力ある、又、会

員企業に取って有意義になるような活動を進

め、法人会の輪を大いに広めて行きたいと考え

ておりますので会員の皆様の更なるご指導ご協

力をお願いし、年頭の挨拶とさせて頂きます。

委員長・担当副会長　宮崎　　巖厚生委員会・公益事業推進

2013年「巳年」頌春

　会員の皆様、そして第９支部の皆様におかれ

ましては、健やかに新しい年をお迎えのことと

お慶び申しあげます。

　「変化の年」といわれる辰年から、「荒れる

年」といわれる巳年となりました。どうやら昨

年の後半から現在までの流れは、まさにこれを

地でいっている観があります。総選挙の結果を

見てから挨拶文をと思っていましたが、止めま

した。

　さて、半世紀ほど過去からの「巳年」にあっ

た大きな出来事を見てみます。

1977年　第一次オイルショック

1989年　昭和天皇崩御

2001年　マンハッタン世界貿易センターへのテ

ロ攻撃

こうして並べてみると、その後の世界のあり方

や仕組みが変化、あるいは価値観が転換する契

機となる節目に当たっていたようです。さて今

年は私たちにとって、いったいどんな節目とな

委員長・担当副会長・第９支部長　大鎌　　博e-Tax推進委員会

　ただ昨年におきましても厳しい年でありまし

た。

　特別会員を会費の取れる正会員、賛助会員に

移行してもらう事を第１の重点目標として各支

部に力を入れてもらいましたが、結果としては

かんばしいものではありませんでした。

　どうしても最近の不景気のため、会員増強運

動にはむずかしい状況です。

　又、退会防止にも歯止めがかからない現状で

す。

　組織委員会としましても、過去７年間に新設

された未加入法人に案内を出し、税務研修会、

その後の食事会に出席してもらう事の中から入

会をしていただけるような行事を行ったり、会

員増強決起集会をしたり、いろいろと行事を行

ってきました。

　なかなかいろんな意味で状況が厳しい中では

ありますが、やはり会員増強は法人会を活性化

するため一番重要な事と思いますので、今年も

組織委員会を中心に各支部で活発な活動を行い

退会防止と会員増強がより良い成果がでるよう

に皆様のより一層の御協力をお願いします。

　最後に会員の皆様のご事業のご隆盛とご健勝

をご祈念申し上げ年頭のご挨拶とさせていただ

きます。
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　新年あけましておめでとうございます。

　玉川法人会が公益社団法人を取得して2年目に

なります。社会貢献委員会の活躍の範囲が広が

りました。      

　太鼓のコンサートが一昨年より社会貢献委員

会担当となり、昨年は税の絵はがきコンクール

が立ち上がりました。

　新事業は宮崎副会長の影の力と社会貢献委

員、青年部会、女性部会の皆様のお手伝いで実

現いたしました。救急救命講習会に始まり、太

鼓のコンサート、税の絵はがきコンクール、献

血活動で昨年はとても忙しく、今年も頑張りた

いと思いま

す。

　玉川法人

会が公益社

団法人にな

ったことに

より、社会

貢献委員会

がとても重

要なポジションにいることは間違いなく、公益

比率引き上げの原動力になるよう事業をやって

いく所存です。

委員長　丸山　正高社会貢献委員会

年頭のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。

　税制委員長を拝命してもう２年になります。

　この間、税制改正要望に会員の皆様のご意見

を反映させるべく活動し、昨年の東法連で実施

したアンケートの結果にも玉川法人会の意見が

掲載されました。

　法人会は「税」に関わる会ですから、ぜひと

も税制委員会の活動にご理解・ご協力をいただ

きますようにお願いします。

　今年の干支・巳年はお金に縁がある年と言わ

れています。

　会員の皆様のご企業がお金に満ち溢れますこ

とを祈願して年頭のご挨拶といたします。

委員長　大島　光隆税制委員会

　会員の皆様方には、広報委員会の運営につき

まして、多大なご協力とご支援を賜り、厚くお

礼申し上げます。また、昨年制作しました創立

60周年・公益社団法人設立記念誌「玉川法人会

の歩み」には、多数の会員の皆様からご協賛い

ただき、重ねて厚くお礼申し上げます。

　当委員会は、今年も毎月発行する「たまでん

ボード」と２回発行する「玉川公論」を通じ

て、本部行事の他、各支部・委員会・部会そし

て同好会の活動報告と活動予定等を広報して参

りますので、一層のご支援とご協力をお願い申

し上げます。

　最後になりますが、会員の皆様方のご健勝並

びにご事業のご発展を心からご祈念申し上げ、

新年のご挨拶といたします。

委員長　大塚　繁夫広報委員会

るのでしょうか。

　国内外や周辺地域においては、今もって先行き

が不透明な情況にあります。巳年に因み、古い殻

はスルリと脱ぎ捨て、新たな世界の枠組み作りへ

としなやかに再生していきたいものです。

　たまたま手元にある岩波文庫、明治16年に地

元･土佐の新聞に掲載された、わが国最初の龍馬

伝とされる『汗血千里の駒』（坂崎紫瀾昨）か

ら、坂本龍馬がある人の扇に書いたという狂歌

を拾い出してみます。

　「まろくとも一角あれや人心　あまりまろき

は転びやすきぞ」

　私たちにとってこの一年が、少々くらいはよ

いにしても、無闇矢鱈と荒れることのない、実

り多い一年となりますよう、祈念します。
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各支部長・部会長　新年のご挨拶

新年挨拶

　新年を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　旧年中は支部会員の皆様には大変お世話にな

り、又法人会活動にご尽力頂き深く感謝申し上

げます。

　昨年は政治経済、国際問題、自然災害等日本

を取り巻く環境は大変厳しい年でしたが、支部

活動としましては、５月の「奥沢駅前音楽祭」

に於けるチャリティーバザーに始まり、数回の

税務研修会、陶芸教室、10月の「下町探訪」

等々の事業を通じ地域貢献活動、会員相互の親

睦に大きく寄与できたと思っております。

　公益社団法人として活動の内容が大きく変貌

する中で、公益性の事業を会員の皆様の理解の

上で企画し実行することは大変悩ましい問題が

多くありますが、今年度も皆様の英知を集め有

効な事業を展開してまいりましょう。

　最後になりましたが、会員の皆様のご健勝並

びにご事業の発展を心からご祈念申し上げ、新

年のご挨拶とさせて頂きます。

支部長　井上　俊治第１支部

　皆さま明けましておめでとうございます。光

陰矢のごとしと言いますが、昨年１年間はこの

言葉が心にしみる日々でありました。私事には

なりますが、私も昨年還暦をむかえ人生の岐路

に立つ時期を様々な思いを持って過ごしてまい

りました。さて今年１年はどのような年になる

か．．．．？

 さて、玉川法人会も公益社団法人として徐々に

以前とは異なる性格を持ち始めて来ているよう

です。公益性の追求と会員へのサービス供与の

狭間で支部長としての活動にも難しい部分が見

えてきております。落ち着くまでにはまだ時間

がかかるように思えますが、皆様のご指導ご鞭

撻を支えに今年も活動して行こうと考えており

ますのでよろしくお願い致します。

　皆さまの今年１年のご多幸を心よりお祈りし

ております。

支部長　根来　俊彦第２支部

　新年あけましておめでとうございます。

　日頃より第３支部の活動にご理解ご協力いた

だきありがとうございます。(公社)玉川法人会は

公益化２年目を迎え、わたくしも支部長２期４

年目になりました。第３支部としては、年間の

事業として２回の支部研修会と、尾山台フェス

ティバルにおける社会貢献活動を実施いたしま

したが（２回目の研修会は２/20予定）まだまだ

支部の皆さまとのふれあいができていません。

　今年は役員改選の年ですが、皆さまのご賛同

が得られればもう１期支部長を務めさせていた

だく所存です。経済の状況が厳しい中、事業を

やむなく閉じる方や、縮小のため退会をされる

法人もおられますが、今一度踏ん張って、この

地域を発展させるために頑張って行こうではあ

りませんか。日本は現場の力が非常に優れてい

ると言われています。法人会もその一役を担っ

ていると思います。そのためにも仲間を増や

し、互いに切磋琢磨し合い力をつけたいと思い

ます。

　皆さまよろしくお願いいたします。

支部長　兼子　成昭第３支部



Vol.137　 通巻 237号（8）平成25年１月１日 たまでんBOARD

謹賀新年

　あけましておめでとうございます。

　旧年中は支部活動に協力を賜り誠にありがと

うございました。おかげさまで多くの有意義な

事業が実施できましたこと、深く感謝申し上げ

ます。

　４支部は「田植え稲刈り」に代表されるよう

に積極的な活動を行っています。この事業も今

年で10年を迎えることとなりました。これまで

継続できたのは、内容が濃く楽しい事業で参加

者のご支持があったからでしょう。

　それには運営を支えて頂いた会員、協賛企

業、受入先の皆様、そして歴代役員すべての

方々の献身的な努力の賜と敬意を表します。

　一法人としては難しいＣＳＲも会員各社が知

恵を絞り協力することにより地域社会に貢献で

きるのだ、という証でもあります。

　第４支部は今年度も地域の皆様に喜んで頂け

る活動に取り組み、より認知、評価して頂ける

よう努力したいと思います。

支部長　鍋島　増男第４支部

　明けましておめでとうございます。

　政治、経済、見方、考え方がいろいろ入り組

んで巳年を迎えました。

　本年がどの方向に日本の国が行くのか楽しみ

と不安の出発ではないでしょうか。

　公益社団法人として「他の役に立ちたい」と

考えている方も多いと思います。それを型にす

るには大変難しい事ではありますが、まず支部

から頑張っていこうと考えています。

　本年もどうぞ支部活動にご協力をいただきま

す様よろしくお願いします。

支部長　清水　明洋第５支部

新年の挨拶

　新年明けましておめでとうございます。今年

もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　昨年は、会員の皆様、役員の皆様、そして一

般参加の皆様方から支部活動に対し多大なご協

力を頂き誠にありがとうございました。昨年

は、初めて世田谷市場祭りに参加しました。税

務研修会は６支部さんと、バス研修会は７支部

さんと合同で実施しました。これからも他支部

の方々と交流を深めていきたいと思っておりま

すのでよろしくお願い申し上げます。

　ところで、私が支部長に就任してからほぼ４

年になりますが、景気は一向に上向いておら

ず、一年を通じて退会届けのファクスが届き、

受けるたびに世の中の厳しさを痛感致します。

そういった状況の中でも、どなたでも興味をい

だいて参加してみたくなるイベントの企画が必

要と考えております。

支部長　上平　　亮第８支部

　新年あけましておめでとうございます。

　公益法人玉川法人会も３年目を迎えますます

充実した会にして行きたいと考えております。

　二子玉川RISEもどんどん出来上がってくるの

で、本当に楽しみです。公園が今年春に一部オ

ープンします。

　今年も研修会やイベントを開催し、会員の皆

様により新しい情報を発信し、変貌する東地区

を見守って行きたいと思っています。

　会員相互の異業種交流の場を作り、より魅力

ある支部活動を役員の方々のご協力のもと頑張

っていきます。

　一社でも多くの会員の方々が様々な行事等に

ご参加頂ければ幸いです。

　これからもどうぞ宜しくお願い申し上げます。

支部長　鈴木準之助第６支部
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　明けましておめでとうございます。

　会員の皆様方におかれましては、佳き新年を

迎えられた事と、お慶び申し上げます。

　『東日本大震災』による「福島原発」の事故以

来、世間の景気は今いちどころか、減衰してい

る様に感じられ、又、政治外交においては、増

税方向と、又、何やら、きな臭ささが立ち始め

た領土問題など、少しウンザリする様な出来事

が多かった様な昨年でしたが、今年はスッキリ

と明るい年になればと、期待致しております。

　さて、玉川法人会も公益社団法人へ移行して２

年目に入り、より有益な「公益事業」を企画し、

支部会員の皆様のご参加を仰ぎ、ご一緒に活発な

活動を続けて行ける様な年にしたいと思っており

ますので、新入会員の方には是が非にでも、各事

業へのご参加を頂ければ幸かと存じます。

　『公益事業』として昨年は、５月に馬事公苑前

での花と緑の『世田谷ガーデニングフェアー』、

７月に第９支部と共に用賀納涼盆踊りの『サマ

ーステージ２４』、10月に玉川台区民センターに

ての『チャオチャオ児童館祭り』へ参加し、ｅ

－Ｔａｘの資料や「イータ君風船」の配布活動

等を行いｅ－Ｔａｘ普及促進へ微力ながら貢献

して参りました。又、９月には、玉川税務署よ

り講師を派遣して頂き、第９支部と合同にて、

『秋季合同税務研修会』を開催し、署の地区担

当の方々との名刺交換会を通しての融和をはか

り、支部会員の皆様の税に対する知識向上を図

りました。更に昨年は、署より頂きました約

1,000枚のｅ－Ｔａｘ資料を事業活動を通じ、一

般参加者の方々へ配布致しました。又、行事が

ある度に参加協賛の皆様への挨拶として、『玉

川法人会』です、宜しくお願い致しますと云う

具合に、『法人会』の宣伝も忘れずに行って参り

ました。

　今年度も前述の通り、それらの行事を基に更

に肉付けし、積極的にｅ－Ｔａｘ促進を図って

参りたいと存じますので、是非、支部会員の皆

様の積極的なご参加をお待ち致しております。

　又、支部会員の皆様と、楽しく交流を促進す

る「共益事業」に就きましても、第10支部のモ

ットーであります『楽しくなければ法人会じゃ

あ無い』の合言葉を肝に銘じ、より楽しく有意

義な支部活動を行って参りたいと存じます。

　終わりにあたりまして、会員皆様のご健勝と

ご事業のご発展をお祈り致しております。

支部長　佐藤　壽夫第10支部

　あけましておめでとうございます。

　昨年末は皆様、総選挙と都知事選で何かとあ

わただしい年の瀬が、さらに忙しくあっという

間に新年を迎えたのではないかと思います。

　本年は、巳年ですが、その由来は「植物が極

限に達して次の生命が作られ始める時期」（漢書

　律歴志）からきているそうです。我々の事業

もいよいよ無駄を省き、成果をあげて充実した

ものにしてゆきましょう。

　25年度は、公益社団法人玉川法人会で公益事

業を着実に推進する年となりますので、支部と

しても、昨年以上にメリハリのある公益活動と

支部会員間の融和・協力関係、特に桜新町商店

街の会員の皆様と共に活動を推進する所存でご

ざいます。

　当支部の村上顧問にお願いして「話し方研修

会」を８回の予定で引き続き実施いたします。

他支部の会員さん・未加入会員の方もぜひ御参

加ください。

　税務研修会・e-Tax研修会を魅力あるものにす

る為、皆様の忌憚のない意見を、支部宛に発信

してください。支部会員の皆様のご協力をよろ

しくお願いいたします。

　結びに、支部会員の皆様の事業の更なる発展と

ご繁栄を祈念して新年のご挨拶といたします。

支部長　中山　豪夫第11支部

　欧州委員会は上場企業の監査役会の女性比率

を40％以上にすることを法制化し、この不景気

の中、女子学生の大卒内定率が男子を上回りま

した。昨年、韓国企業の商談会で会った２社の

機会部品加工会社の社長は２人とも女性でし

た。女性の方々の更なる積極的な参画を切に期

待したい思いです。
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「たまでんBOARD」2013年頭の挨拶

　新年あけましておめでとうございます。

昨年は、私共支部活動にご協力を頂き、誠にあ

りがとうございました。

　今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

　さて、私共第12支部はご承知の通り、駒沢公

園等の緑豊かな住宅地域に位置しており、比較的

小規模な会員の皆様を中心に成り立っています

が、玉川法人会の中では最も会員数の多い支部と

なっております。今年も会員の皆様、地域の皆様

にとって楽しくそしてお役にたてるような事業計

画を立てておりますので、より多くの皆様の積極

的なご参加をお待ちしております。私共の法人会

活動は、経営者同士の交流がもて、皆様が活性化

することにより、豊かな街づくりにも一役を担う

ことができるのではないかと考えております。

　会員の皆様には、今年一年間、益々のご発展 

ご健勝を祈念いたしますと共に、皆様の為の法

人会に変わらぬご支援 ご協力を頂けますよう、

宜しくお願い申し上げます。

支部長　太田　正伊第12支部

年頭のご挨拶

　お健やかに初春をお迎えのこととお喜び申し

あげます。日頃は女性部会に対し、ご支援ご協力

を賜り誠にありがたく感謝いたしております。玉

川法人会は公益社団法人の認定を受けて二年目と

なりました。公益となって、いろいろ戸惑う事も

たくさんありましたが、少しづつ方向性が見えて

まいりまし

た。今年度は

法人会主導の

もと「税に関

する絵はがき

コンクール」

と実施いたし

ました。初回

ですので軌道にのせるまで大変でしたが、スタッ

フの方々のお力で優秀作品を決定し表彰展示する

ことができました。次の世代を担う子供達に税金

について関心を持ち税金を収める意義を理解して

頂けたらと思います。これからも内容の充実を計

って長く続く事業の一つにしていきたいと考えて

おります。

　25年２月18日には、薬師寺執事「大谷徹奘

師」の講演会を予定しております。わかりやす

く、活気あふれる話し方に是非お耳を傾けて頂

きたいです。

　これからも女性部会が公益社団法人として活

動すると共に、会員、皆様のご健康と、企業の

発展を祈念いたしまして、年頭の挨拶とさせて

頂きます。

部会長　星谷　悦子女性部会

　新年明けましておめでとうございます。旧年

中は当青年部会にご厚情を賜りまして誠にあり

がとうございます。

　さて、昨年12月には自民党大勝で新政権誕生

となりました日本列島ではありますが、日本経

済を取り巻く環境は依然厳しいものに変わりあ

りません。そのような厳しい日本経済の中では

ありますが、当青年部会の部会員数は前年度比

１割強増加致しました。今後も部会員数が継続

的に増加するには、魅力ある事業を行うと同時

に部会員相互の交流を積極的に図っていこうと

考えております。若い力を活かしたフットワー

クの軽い部会であり、親会の事業にも積極的に

参加をしていく所存です。今年度も変わらぬご

指導を賜れば幸いと存じます。本年も宜しくお

願い申し上げます。

部会長　松浦　政幸青年部会
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理事会・委員会・支部 活動報告

常任理事会

日　時　11月29日㈭　17：00～18：00

場　所　玉川区民会館

出席者　20名の常任理事が出席。玉川税務署か

らは、高田副署長、永田法人課税第1統

括官、藤田審理担当上席にご臨席いた

だき、高田副署長よりご挨拶いただき

ました。

議　題　１．平成24年度会員増強の現況と今後

　　　　　　の取組

２．特別会員

３．その他

理事会

日　時　11月29日㈭　18：00～20：00

場　所　玉川区民会館

出席者　34名の理事が出席。玉川税務署から

は、高田副署長、永田法人課税第１統

括官、藤田審理担当上席にご臨席いた

だき、高田副署長よりご挨拶いただき

ました。

審議事項　１．平成25年度公益事業の取扱い

２．「会費規程」の改訂案

３．役員改選における「役員推薦委員

会」設置の件

４．新年賀詞交歓会及び新春記念講演会

５．事業変更

６．その他

報告事項　１．法人会事業報告

２．常設委員会、支部・部会報告

３．その他

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　会員の皆様には、平素より、源泉部会の活動

に対しご理解とご支援を賜り、心より感謝申し

上げます。

　源泉部会では、今年も昨年同様、源泉所得税

に関する研修会と、企業訪問による見学会を中

心に活動する予定でございます。

　部会の運営にあたり、旧年中は玉川税務署の

皆様並びに法人会事務局の方々にご指導を賜り

ましたこと厚くお礼申し上げます。

　研修会や企業訪問見学会には会員以外の数多

くの方に今年はご参加していただけるよう、ホ

ームページ等を活用させていただきながら、よ

り多くの方に参加していただきたいと思ってお

ります。

　研修会で取り扱う講演内容については、玉川

税務署のご担当の方々とよく相談し、皆様にお

役立ていただけるテーマを厳選してご案内いた

したいと考えております。

　また、年に１度企画しております企業訪問見

学会では、会員の皆様の親睦を深めるととも

に、会員増強の一助となるような楽しい計画と

したいとも思っております。

　今年も旧年に増して、当部会へのご支援とご

鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

部会長　市川　光昭源泉部会

阿部会長挨拶 高田副署長挨拶
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委員会

日　時　11月26日㈪　18：30〜20：30

場　所　法人会事務局

出席者　13名

議　題　１．たまでんBOARD12月号の校正

２．各支部・部会の行事予定

３．来年度公益事業予算案

４．玉川公論40号

５．その他

広報委員会

第１回税に関する絵はがきコンクール反省会

日　時　12月10日㈪　18：30〜21：30

場　所　二子玉川　青ゆず

出席者　12名

議　題　１．反省事項

　宮崎副会長にご出席いただき、丸山委員長を

中心に反省会を開き、「学校へ声かけをもっと積

極的に行う必要」など、いくつかの意見がでま

した。

社会貢献委員会

委員会

日　時　９月６日㈭　18：30〜20：30

場　所　法人会事務局

出席者　８名

議　題　１．第1回税制・税務委員会議案

２．平成25年度税制改正要望

３．平成25年度・平成24年度税制改正

要望新旧対比

４．平成24年度税制改正に関するアン

ケート調査結果(最終報告)

委員会

日　時　11月８日㈭　18：30〜20：30

場　所　法人会事務局

出席者　７名

議　題　１．第59回法人会全国大会

２．議員訪問

３．その他

税制委員会

第１支部

文化に触れる会（陶芸）

　第１支部女性部が３年前から毎年10月に芸術

の秋として行っている陶芸教室を、今回は第１

支部主催の文化に触れる会として10月15日㈪に

奥沢にある陶芸教室「土あそび」において開催

しました。参加者は会員８名に非会員４名を合

わせた12名です。

　上斗先生から陶芸の基本的な説明を聞いて土

をこねながら、何を作ろうか、私にこれは作れ

ますか、等とてもにぎやかに手を動かしまし

た。しかし、いざ作品作りの段階に入ると、鉢

を作るために土でひもを作り積み上げる人、皿

を作るために土を厚く平らにして必要な枚数分

に糸で薄く切る人等、皆さん黙々とそれぞれの

作業に没頭し始めました。

　ある程度作業が進んでくると、積み上げてい

た鉢が歪んで来たりカップの口が広がって来た

りで。あちこちから先生へのヘルプコールが起
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第１・２支部  合同

親睦合同ゴルフコンペ

　去る11月6日㈫千葉県丸の内倶楽部にて合同ゴ

ルフコンペを行いました。

　参加者は１支部10名、２支部５名、一般参加

者５名の５組20名で奥沢駅前に６時30分に集合

し、期待を胸にバスにて一路ゴルフ場に向かい

ました。

　前日からの天気予報ではその日に限りピンポ

イントの雨で、ゴルフ場に近づくにつれ雨量が

増しスタート時には全員カッパ姿でスタートし

ました。ハーフが終わりクラブハウスで昼食に

なったのですが、その時点では、激しい豪雨と

雷の襲来で余儀なくハーフにてコンペは終了。

　表彰式は残り９ホールは全員パープレイと

し、新ペリアにて順位を決め、和やかで楽しい

宴会となりました。優勝は第１支部早川商事の

早川晴恵さん、賞金と根来支部長から寄付され

た大変豪華なピカソの画集が贈られました。

　ハーフでの終了は残念でしたが、一般の参加

もあり楽しい一日が過ごせました。次回の晴天

を願うばかりです。　 （第１支部長　井上俊治）

第４支部

女性部会　幹事会＆研修会

日　時　11月24日㈯　12：00〜15：00

場　所　目黒雅叙園　百段階段見学

　　　　　　　　　　旬遊紀（食事）

出席者　７名

内　容　１．平成25年度事業計画、役員の選出

２．美と匠の祭典、百段階段ガイド付

き見学と食事

　目黒雅叙園の『百段階段』その階段廊下の南

側にある７つの部屋（昭和初期における美の競

演と大工の高い技術力）をガイドさんの案内で

見学をしました。日本の伝統的な美意識で、日

光東照宮の美学を伝える建物ということです。

過日、女性部会のバス旅行で行った所でもあ

り、大変良かったです。

　日々の喧騒の中、美の最高到達点の数々に接

して、とても優雅な気持ちになりました。

　後、幹事会及び食事会、大変有意義な半日に

なりました。

　参加者の皆さん、お疲れ様でした。

（女性部会支部長　山下世喜子）

こりました。

　なんだかんだで形に仕上がって皆さん満足顔

でしたが、その後さらに１回通って表面を滑ら

かにするけずりの作業と色付けの作業を行な

い、ようやく完成となりました。

　今回製作した作品は12月12日㈬第１支部会員

の源照寺さんにて行われる成道会（お釈迦様が

悟りを啓いた日）に併せて開催される作品展の

一角に法人会のコーナーを設けていただき、そ

こに展示致しました。　 （第１支部　松野京子）
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女性部会

支部長会

日　時　12月５日㈬　11：30〜14：00

場　所　ASOチェレステ二子玉川店

出席者　11名

議　題　１．バス日帰り研修会

２．役員改選

３．支部活動報告

４．その他

第５支部

女性部会　忘年会

　早々に恒例になりました女性部会の忘年会を

12月７日18：00より杏仁坊にて盛大に行われま

した？

　顔ぶれはいつもと変わらずの為かすっかり仲

良しになり、おいしい食事に幸福を感じ、本年

の反省はほとんどなく、来年への期待で終わり

ました。小森礼子より秋田まりさんへ女性支部

長がバトンタッチされ楽しく閉会しました。

　秋田さんよろしくね！！

 （第５支部女性部長　小森礼子）

新入会員ご紹介 紙面の都合上、掲載人数は不定数になりますが

随時、新入会員の方をご紹介させて頂きます。

第10支部

会 社 名：プルデンシャル生命保険㈱多摩支社

代 表 者：豊嶋　啓聡（トヨシマ　ヒロトシ）

会社住所：川崎市麻生区上麻生1-5-2-6Ｆ

電　　話：044-952-1351

Ｆ Ａ Ｘ：044-952-1361

E - m a i l ：34toyoshima@gmail.com

ホームページ：http://www.prudential.co.jp/

業務内容：この度玉川法人会に入会させて頂け

ることになりました豊嶋です。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。本

籍が瀬田で岡本の幼稚園を卒園後、

用賀小、用賀中で学びました。当

時、住まいも弦巻、大蔵と用賀周辺

でしたが、新卒後は銀行勤務のため

転居が多く地元意識も薄れておりま

した。現職に変わり用賀に戻ってか

らは、長女も次女もまさしく玉川法

人会のエリアで育っており地元意識

が非常に高まっています。自分の故

郷の街でこの度のご縁をいただきま

して、沢山の方と縁が出来るのを非

常に楽しみにしています。相当微力

とは存じますが、一生懸命に参加し

ますので、ご指導ご鞭撻のほどお願

い申し上げます。

法人会事務局よりお願い
代表者名、所在地、電話番号等の変更がありましたら法人会事務局までお知らせ下さい

事務局　TEL 03-3707-8668　FAX 03-3707-4992
E-mail：tamagawa@blue.ocn.ne.jp
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税務署からのお知らせ
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納税も、e-Taxで！！　ダイレクト納付が便利です。

25年１月分の源泉所得税の納付期限

24年11月決算法人の確定申告期限・納付期限

25年５月決算法人の中間申告（予定申告）期限・納付期限

消費税の中間申告期限・納付期限

25年 ２月 12日（火）

25年 １月 31日（木）

25年 １月 31日（木）

25年 １月 31日（木）

25年2月決算法人の第3四半期分、25年5月決算法人の半期分・第2四半期分、25年8月決算法人の第1四半期分

消費税の、
期限内納付を

お願いいたします。

消費税の、
期限内納付を

お願いいたします。

消費税の、
期限内納付を

お願いいたします。

税務署からのお知らせ


